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当社子会社の株式会社ミラクル経理が提供する AI 資産判定ソリューション「ミラクル X」は、2025

年 11 月のリリース以降、多くの企業様より高い関心を寄せていただいております。現在、既に複数の

大企業クライアント様とのご契約に至り、導入プロジェクトを開始しております。 

 

受注が好調な背景には、企業の AI 推進、経理 DX 推進が加速する一方で、「固定資産判定」という特

殊な領域に課題が集中していることがあります 。この業務は、明確な詳細ルールが乏しく企業固有の

判断が求められる上、会計・税務・建築等の高度な専門知識を必要とします 。そのため、適切なソリ

ューションが市場に不在でした 。 

 

現在、多くの大企業様と協議を進める中で、AI 資産判定ソリューション「ミラクル X」の優位性を改

めて確信しております 。 

 

本プロダクトは、当社の専門性を踏まえ AI を駆使（特許出願中）して会計・税務処理に必要な情報

を網羅しつつ、圧倒的な使いやすさを実現した唯一無二の存在です 。実務に即したこの独自の価値こ

そが、大企業様から高く評価されている要因と考えております 。 

 

今後の展望についても、引き合いの質・量ともに手応えを感じております。潜在的な市場は 1,000 億

円規模とも推計される（2025 年 10 月 30 日開示『ミラクル経理 AI 会計システム「ミラクル X」、資産判

定機能「X1」の概要について』参照）この広大な領域において、大企業向けの AI 資産判定システムと

いう性質上、1 案件あたりの受注規模が年間数千万円に達するケースも想定されるなど、高い収益性を

見込んでおります 。 

 

2026 年度は営業体制をさらに強化し、グループ一丸となって事業拡大と企業価値の向上に邁進してま

いります 。AI 資産判定機能に続き、経理 DX に資するミラクル X シリーズの X2 以降、AIエージェント

搭載の基幹会計システムであるミラクル A の開発も進めておりますのでご期待ください。 
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